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第２回融資利用申し込み受付開始
！運転資金中心に総額１，５００万円を想定

北海道NPOバンク第2回融資の申込が始まります。申込期間は１月３１日（金）から２月
１４日（金）とします。申込書類が揃いましたら北海道NPOバンク事務局あてに郵送または
持参をお願いいたします。申込書類を受付後に審査を行い、融資の実行は３月の中旬とな
る見込みです。今回の融資の利用の詳細と融資条件については、北海道NPOバンク事務局に
ご連絡をいただくか、または、北海道NPOバンクのホームページをご覧ください。

』『ＮＰＯバンクで新しい経済社会を！
北海道ＮＰＯバンク理事 河 西 邦 人

（ 札幌学院大学商学部 助教授 ）

NPO先進的な取り組みとしてマスコミに取り上げられている北海道
バンクですが、北海道 バンクの活動が皆様の生活や社会をどう変NPO
えていくのでしょうか？
ご存じのように、北海道はマイナス経済成長と高失業率と厳しい状
況にあります。北海道が最近発表した調査報告によれば、北海道内の

NPO 2.4% NPO総生産額に占める の経済活動の結果である生産額は と、
が道内経済の一翼を担っていることを示しています。しかしながら、
という比率は、 が経済活動に対して持っている潜在能力を2.4% NPO

100% 1発揮して達成された数値ではないと考えます その大きな理由の。
つとして、 が経済活動を行うときに必要となる資金の問題です。NPO
持続的な経済活動を行うには資金をうまく回すことが重要で、資金の

不足が道内に限らず現在の に共通する課題のようです。その課題を多少なりとも解決するのNPO
、 。が バンクの役割と考えていますNPO
それでは、 バンクが北海道内のNPO
の経営を資金的にサポートするこNPO

とで、皆様の生活や北海道の社会がど
う変わるのでしょうか。 は北海道NPO
市民が必要としているのにもかかわら
ず、行政や企業が提供できない事業を
代わりに行ったり、行政や企業が既に
提供していても、コストパフォーマン
スや内容に関して満足できない事業を
代わりに行うことができます。 のNPO
経済活動が発展すれば、今までとは異
なった経済的価値観を持つ、市民にと
って住みやすい社会へ変えてくれるで
しょう。
北海道 バンクは、北海道市民NPO
へ貢献できる が安定した事業活NPO
動を行えるようにするために資金を提
供しています。すなわち、皆様の出資
金や寄付金は、 支援を通じ皆様のNPO
生活をより良いものにするために活用
されているわけです。北海道 バNPO
ンクに今後とも暖かいご声援とご支援
を宜しくお願いいたします。

サポーター便りサポーター便りＮＰＯバンクＮＰＯバンク

1.ご融資利用の申し込み

①平成１５年１月３１日（金）から２月１４日（金）迄申込み期間
です （１０時から１８時 土日祝祭日は除きます）。
②締切は２月１４日（金）１８時必着です。

郵送（配達記録）若しくはＮＰＯバンク事務局に申込み方法
直接、ご持参願いします。

2.個別説明会
ご融資利用希望団体に対し、理事・審査員が融資条件や関係書類作
成などの相談に応じる個別説明会を開催します。参加を希望する団体
は ので、バンク事務局までお申し込み下さい。事前に予約が必要です

第１回説明会
①開催日時 平成１５年２月１日（土）１９時～２１時
②開催場所 かでる２．７ ９１０会議室

（札幌市中央区北２条西７丁目）

第２回説明会
○午後の部
①開催日時 平成１５年２月６日（木）１３時～１７時
②開催場所 中央区民センター ２階 会議室Ｂ

（札幌市中央区南２条西１０丁目）
○夜の部
①開催日時 平成１５年２月６日（木）１８時～２１時
②開催場所 中央区民センター ２階 会議室Ａ



第 回融資の融資条件の変更について第 回融資の融資条件の変更について第第 22
審査委員長 上野昌美

第２回融資条件の変更点
第２回目の融資では前回の経験を踏まえて、いくつかの変更を行いました。変更点について
簡単にお知らせします。

①連帯保証人の数·
委託事業に係る運転連帯保証人については原則2名ですが、資金使途が企業または行政からの

であることを示す書類を用意できるときは、連帯保証人は団体代表者 でも結構です。資金 1名
また、事業計画も省略することができることにしました。

②連帯保証契約確認書
連帯保証人の前年度収入については、第１回融資では源泉徴収票など収入のわかる資料を添付

前年度収入をご自分でしていただいていましたが、今回の融資では、連帯保証契約確認書に、
のみにしました。記入していだだく

③融 資 額·
２００万円を限度とします。ただし、２期以上の事業実績が
ある団体については、NPOバンク事業組合への出資額の１００倍と
しますが、今回の融資では、それ以外の場合は、出資額の
２０ を限度としました。倍

以上の変更点は、いずれもなるべく融資を申込でいただきやすい
ようにするためのものです。変更点を考慮のうえ申込必要書類や
融資条件についてご検討ください。申込をお待ちしています。

頑張るぞ!ＮＰＯ
ＮＰＯ法人 札幌チャレンジド 代表理事 杉山逸子さん第１回ＮＰＯバンク融資先
（ ＨＰ：http://www.npohokkaido.jp/challenged/）札幌チャレンジド

札幌チャレンジドは、自立をめざすチャレンジド（障害をもつ人）のために、
パソコンの技術習得や社会参加を支援しています。具体的には、事務所での
パソコン教室、札幌市ＩＴ講習の講師受託、視覚障害者への訪問講習、寝たき
りの人が意志伝達装置を使う際の操作講習などを行っています。
この度、総務省の助成を受けて「Webデザイナー講習会」を行いました。
就労をめざす初の本格的な講座です。１日５時間１６回の講義を１２月にはすべ
て終え、６名の受講者はホームページデザイナーの卵として世に出る準備を
しているところです。
この事業は事業終了後、報告書を提出してはじめて助成金の入金をみる
ため、講座が始まった８月からの経費を工面しなければなりませんでした。
そんな時にタイミング良くＮＰＯ融資がスタートし、運良く融資を受け、 Ｗｅｂデザイナー講習会風景)(
この数ヶ月を乗り切ることができました。
こうした後払いの助成事業は、私たちのような小さな団体にはかなりの負担となります。ＮＰＯ融資は、
ＮＰＯ団体をひそかに支える制度のひとつとして今後しっかりと定着していくことと思います。

～ お知らせ・お願いコーナー ～
、 、 。（ ）①サポーター便り第６号は 融資原資の状況 申請書作成のコツ等を掲載する予定です ２月下旬予定

②サポーター便り第７号は、第２回融資案件審査結果等を掲載する予定ですです （３月中旬予定）。
③サポーター便りに掲載を希望する手記・情報がありましたら、下記問い合わせ先までご連絡下さい。

ＮＰＯバンクに対する問い合わせ先・資料請求先
〒060-0062 札幌市中央区南２条西１０丁目 クワガタビル２Ｆ

Fax 011-261-6524北海道ＮＰＯサポートセンター内 （担当：北村）Tel 011-204-6523
ＮＰＯバンクホームページ：http://npo-hokkaido.org/

 


